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 子どもの未来を応援する首長連合（子どもの貧困対策連合）シンポジウムについて 
 

子どもの未来を応援する首長連合   

会長 佐賀県武雄市長 小松 政  

 

日本が抱える社会問題「子どもの貧困」の解決に向け、全国の市区町村長からなる「子どもの未来を

応援する首長連合（子どもの貧困対策連合）」（平成 29 年 10 月 31 日時点で 179 市区町村長が加盟）が、

下記のとおり、シンポジウムを開催いたします。 

 

記 

１．日時・場所 

平成 29 年 11 月 19 日（日曜日）13:00～17:00（予定） ＠東京国際フォーラム B7/B 

※日本財団主催ソーシャルイノベーションフォーラム 2017と連携しての開催となっております 

 

２．内容 

首長連合公開討論「マルチセクターの協働で創る新しい子どもの貧困対策」  

○行政・民間・地域ほかマルチセクターが協働して取り組むことの重要性と、全国の事例を紹介す

るとともに、グループワークを通して新しい協働の方法を議論します。 

○主な内容については、以下を予定しております。 

✓ パネルディスカッション（13:05～13:40） 

・マルチセクターでの「次の」子どもの貧困対策について議論します。 

・登壇者 公益社団法人 Chance for children 代表理事 今井悠介氏 

認定 NPO 法人 育て上げネット若年支援事業部 HR担当部長 井村良英氏 

一般社団法人 ICT CONECT 21 常務理事・事務局長 片岡靖氏 ほか 

✓事例発表（13:40～14:20） 

・日本財団子どもの貧困対策プロジェクト「家でも学校でもない 子どもの第三の居場所」の

戸田市・尾道市の拠点について、事例紹介を行います。 

✓事例共有とグループワーク（14:30～16:30） 

・島根県の教育魅力化や愛知県名古屋市の不登校対策、大阪府八尾市の子どもの貧困対策とい

う事例を通して、「子どもの貧困対策以外」の事業も含めた子どもの貧困の現状と課題を共有

し、次の協働に向けて「何」が必要か、参加者も含めてのグループワークを行います。 

・登壇者 島根県教育魅力化特命官 岩本悠氏 ほか 

以上 


